
第３回目

• エルニーニョ現象

• 季節予報作業について

• 季節予報支援資料の見方



エルニーニョ現象とは？

ペルーやエクアドル沖からペルーやエクアドル沖から、、中部中部
太平洋赤道域太平洋赤道域にかけての広い海
域で、海面水温が海面水温が平年に比べて平年に比べて
11℃℃～２℃程度～２℃程度高い高い状態が、半年半年
～１年半程度～１年半程度続く続く現象をいう。



太平洋の年平均海面水温分布



エルニーニョ現象最盛期の海面水温偏差分布
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熱帯の監視海域



エルニーニョ現象の定義（気象庁）

「太平洋東部赤道域（4ﾟN～4ﾟS、
150～90ﾟW）の月平均海面水温
偏差の5か月移動平均値が、6
か月程度以上連続して+0.5℃以
上になった場合」



エルニーニョ現象
発生のメカニズム

（模式図）



エルニーニョ現象時に起こる
海洋と大気の変化

・太平洋熱帯域の貿易風（偏東風）の弱化

・太平洋熱帯域の暖水の西部から東部へ
の移動

・東部太平洋赤道域の海面水温の上昇

・活発な積乱雲（対流活動）の発生位置の
移動



エルニーニョ現象発生時のウォーカー循環の変化



海面水温と南方振動指数の対応



ＰＮＡ(Pacific North America)パターン

エルニーニョ現象発生時の冬季に出現しやすい



エルニーニョ現象と世界の天候

気温分布



エルニーニョ現象と世界の天候

降水量分布



ラニーニャと世界の天候

気温分布



ラニーニャ現象と世界の天候

降水量分布



エルニーニョ現象と日本の天候



エルニーニョ予測モデルによるエルニーニョ監視海域
の海面水温偏差予測（基準値との差）



第３回 - 2

• 季節予報作業について

• 季節予報支援資料の見方



長期予報作業の大まかな流れ

① 実況経過の把握→

② 予想の信頼度の検討→

③ 数値予報結果（循環場など）の検討→

④ ガイダンスに基づき予報・確率の検討→

⑤ 顕著現象発生の可能性検討→

⑥ 解説資料の作成



実況経過の把握

• 最新の資料に基づき過去１か月程度
の天候経過および循環場など実況の
経過や関連を把握する。

• 実況解析図として500hPa高度場／偏
差図、850hPa温度場／偏差図および

海面気圧場／偏差図など



予想の信頼度の検討

• スプレッドの検討（時系列・空間分布）

スプレッドの大小が予報の信頼度に
対応する

• 高偏差生起確率空間分布図



数値予報結果（循環場）の検討

• アンサンブル平均予想図は、全てのア
ンサンブルメンバー平均

• アンサンブル平均図により予報期間内
の大規模な循環場を把握

• 予想される大まかな天候の特徴を理
解する



要素別予報・確率値の決定

• 予想される循環場の状態およびガ
イダンス資料から気温、降水量、日
照時間について検討

• 具体的な各要素の予報（確率値）を
決定



予想される天候のシナリオ

• 予想される要素別のデータから大
まかな天候経過を想定

• 予報作業では、これらの資料のほ
かに、前回までの予報と実況を比
較し、アンサンブルモデルの傾向な
ども考慮する



























































長期予報の基礎シリーズ
（全3回）
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